
1 は じ め に

青森県でのストックの栽培は,近年急激に増加 し,昭和

63年度実績でキク,カ ーネーション,グ ラジオラスに次い

で生産額が多く重要な作目である。施設の高度利用を図る

ため, 5月 下旬～6月 中旬出荷の作型において,播種期と

育苗温度が切花期及び切花品質に及ぼす影響について昭和

62年 ,63年 の2カ 年検討した。

2試 験 方 法

(1)供試品種 : ・早雪 ",“初桜・,“ スノーワンダー"

12)育苗条件 (発芽後):①低温区 (無加温ビユールハ

ウスでポリフィルムと保温マットの二重 トンネル),② 中

温区 (ガラス温室で最低気温約 5℃で加温,昭和62年はボリ

フィルムと保温マットの二重トンネル),③高温区 (ガ ラス温

室で最低気温約10℃ で加温)。

(31 播種期と定植期 :表 1に示す。

表 1 播種期と定植期

年度 播種期区 播 種 期 定 植 期

昭 62
2月 中旬播種

3月 上旬播種

日

日

‐６

６

月

月

3月 31日

4月 6日

昭 60
2月 中旬播種

3月 上旬播種

2月 16日

3月 4日

3月 18日

4月 4日

僣)栽培環境 :発芽は電熱温床 トンネル内で行い発芽揃

い後,各育苗条件下で育苗し,育苗終了後は無加温ビニー

ルハウスに定植 した。昭和62年度は3月 31日 から4月 6日

までポリフィルムと保温マットの二重 トンネルで密封し,

4月 7日 から4月 21日 までは夜間だけ保温 した。昭和63年

度は3月 18日 から3月 21日 まで保温マットで密封 し, 3月

22日 から4月 18日 までは夜間だけ保温した。

15)栽植様式 :畦幅160m,条間12卸 ,株間12m.8条
植え。

16)施肥量 (全量基肥.力 /α):堆肥200,昭和62年度

はN:P205:K20=1:1:1,昭 和63年度 はN:
P205:K20‐ 05:05:05。

(71 区制 :2区制 ,昭和62年度は 1区43～63株 ,昭和63

年度は 1区25～53株。

3 結果及び考察

0)育苗温度

育苗時の各温度区の半句別の最低温度,最高温度につい

て,昭和62年度の低温区は-01～ 239℃ ,中温区は16
～294℃ ,高温区は81～316℃で推移 し,昭和63年度の

低温区は30～389℃ ,中温区は19～310℃ ,高温区は

62～316℃内で推移 した。平均温度の積算温度について
,

昭和62年度は高温区が最も高く,中温区>低温区の順であっ

た。昭和63年度は低温区の最高気温が高温で推移したため

高温区>低温区>中温区の1慣に高かったが,3区間内に顕

著な差は無かった。

図 : 各育苗温度区の半旬別最高気温

最低気温の推移

注 。―。こ温区 ‥ 中週区   ‐Ю
“
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12)定植時の商

両年とも積算温度が高い育苗条件はど草丈,葉数ともま

さった。昭和62年度は低温区に比べて中温区が草丈で 1～

表 2 各育苗条件の平均気温の積算気温

日
　
（
℃
）
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年度 播種期区 期 間 低温区 中温区 高温区

昭 62
2月 中旬播種

3月 上旬播種

2 25-331
312-4 6

3803
302 6

5166
367 5

663 0

440 7

昭 60
2月 中旬播種

3月 上旬播種

2 22-3 18

3 9^‐ 4 4
467 1

4920
426 1

427 6

494 9

525 9
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3m長 く,葉数は同程度。高温区が草丈で 3～ 5“長く,

葉数は 1～ 3枚多かった。昭和63年度は低温区に比べて中

温区が草丈が若干短く,葉数は同程度,高温区が草丈が 2

～ 3m長 く,葉数は 1～ 2枚多かった。

(3)切花期

両年とも育苗条件より,播種期の影響が大きいと考えら

れた。 2月 中旬播種の平均切花期は5月 下旬～6月 上旬 ,

3月 上旬播種は6月 上旬～中旬である。

表 3 切花期と切花品質 (八重咲き)

注 ①切花期 :始期 10%,平均50%.終期,0%,② 定植時の苗:10株調査,他の項目 :全個体調査
③採花は小花が10綸開花した時に行なった。

表 4 切花期と切花品質 (八重咲き)
(昭和63青森畑口試)(2区平均)

2

品 種 播洒期 処 理
定植時の苗

草 丈 葉 数

切花期 (月 日)

始 期 平 均 終 期

長

＞

花

∝

切

く
長
＞捕

Ｇ 織
ω

切花菫
(′ )

切花数

早  雪

2月 16日

温
温
温

低
中
高

3,]6H
温
温
温

低
中
高

，

■

，

ｍ
３３
３４

815
84,
866

初  桜

2月 16日

温
温
温

低
中
高

3月 6日

温
温
温

低
中
高

614
617
616

品 種 機種類 処 理
定櫃時の百

草 丈 葉 数

切花期 (月 日)

始 期 平 均 終 期
切花長
(cr)

花穂長
(a) 籟

⑪
切花重
(′ )

切花数

早  雪

2月 16日

温
温
温

低
中
高

5 23

519
5 27

1141
99 5

1155

3月 4曰

温
温
温

低
中
高

888
91 9

1016

初  桜

2月 16日

ユ
温
温

低
中
高

5 27

5 20

5 28

1234
1152
1239

3月 4日

星
温
温

低
中
高

613
610
619

'4 7101,
1036

ス ノ ー

ワンダー

2月 16日

温
温
温

低
中
高

5 27

5 23

531

■

●

０

3月 4日

温
温
温

低
中
高

613
010
617

２７

２４

３‐

1187
:05 4

1161

14)切花品質

昭和62年度の切花長,節数,切花重はともに高温区>中

温区>低温区の1慣にまきったが,各処理区とも切花品質は

良好であった。

昭和63年度は,2月 播種の切花長が低温区>高温区>中
温区の1贋に長く,節数,切花重が低温区と高温区が中温区

よりまさった。これは中温区の切花期が 1週間前後,高温

区,低温区より早まったためと考えられる。 3品種とも切

花長が80m以 卜で十分な長さであった。 3月 播種の切花長

節数,切花重については,品種によって反応が異なり,育
苗条件の間には一定の傾向は認められなかったが,切花品

質は3品種とも良好であった。各育苗条件とも2月 中旬播

種が3月 上旬播種より切花長は長い傾向であった。

4 ま  と  め

育苗期間の積算温度が高いと初期生育が旺盛になり,定

植時の草丈,葉数が増加する傾向であった。播種期の切花

期,切花品質への影響は顕著で,2月 中旬播種の平均切花

期が5月 下旬～6月 上旬,3月上旬播種が6月 上旬～中旬

切花長は2月 中旬播種が3月 上旬播種より長かった。育苗

条件と切花期,切花品質との間には一定の傾向が認められ

ず,いずれの育苗条件とも切花品質は良好であった。

育苗方法としては発芽が揃ってから,無加温ビニールハ

ウス内でポリフィルムと保温マットの二重 トンネルで ,

0℃以下にならないように本数 2～ 3枚期まで育苗する方

法が実用的であると考えられる。
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